
○ 

平
成
25
年
度
宇
都
宮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
の
概
要　

消
防
費
で
、

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の
購

入
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
の

交
付
決
定
に
伴
い
、
消
防
車

等
整
備
費
な
ど
を
追
加
計
上

す
る
も
の
。

質
　
疑　

今
回
の
補
正
で
５

基
の
耐
震
性
貯
水
槽
を
整
備

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
、
貯
水
槽
の
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

説
　
明　

本
年
度
は
、
今
回

の
補
正
に
よ
る
５
基
を
含

め
、
35
基
の
耐
震
性
貯
水
槽

を
整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
整
備
方
針
と
し
て
は
、

市
街
地
を
560
メ
ー
ト
ル
四
方

の
メ
ッ
シ
ュ
状
に
区
分
け

し
、
各
１
基
ず
つ
、
合
計
313

基
配
備
さ
れ
る
よ
う
整
備

し
、

27

年
度
に
は

完
了
す
る

予
定
で
あ

る
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○ 

「
教
育
費
無
償
化
」
の
前

進
を
も
と
め
る
陳
情

陳
情
の
趣
旨　

独
自
措
置

で
、
一
定
の
年
収
以
下
の
家

庭
の
私
立
高
校
授
業
料
を
実

質
無
償
化
す
る
自
治
体
も
生

ま
れ
て
い
る
が
、
教
育
を
受

け
る
権
利
が
自
治
体
の
財
政

力
に
左
右
さ
れ
て
は
な
ら

ず
、
国
は
責
任
を
も
っ
て
教

育
費
の
父
母
負
担
軽
減
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

「
高
校
無
償
化
」
の
維
持
・

拡
充
を
進
め
る
こ
と
な
ど
２

項
目
に
つ
い
て
、
国
に
意
見

書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

意
　
見
　「
高
校
無
償
化
」

は
２
０
１
０
年
度
に
始
め
ら

れ
た
制
度
で
あ
り
、
特
定
扶

養
控
除
廃
止
に
よ
っ
て
負
担

増
と
な
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け

ら
れ
る
が
、
一
定
の
期
間
を

経
て
、
成
果
の
検
証
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

こ
の
陳
情
に
つ
い
て
は
不
採

択
と
し
た
い
。

委
員
会
の
結
論　

継
続
審
査

を
求
め
る
意
見
も
あ
っ
た

が
、
起
立
採
決
の
結
果
、
不

採
択
。

○ 
平
成
25
年
度
宇
都
宮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
の
概
要　

都
市
基
盤
河

川
奈
坪
川
ト
ン
ネ
ル
整
備
工

事
に
お
い
て
、
追
加
調
査
の

結
果
、
新
た
に
約
270
メ
ー
ト

ル
の
区
間
で
地
盤
改
良
を
行

う
補
助
工
法
を
追
加
す
る
こ

と
に
伴
い
、
債
務
負
担
行
為

の
期
間
及
び
限
度
額
を
変
更

す
る
も
の
。

質
　
疑　

今
回
の
計
画
変
更

に
あ
た
り
、
補
助
工
法
の
選

定
や
事
業
費
の
算
出
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

説
　
明　

補
助
工
法
の
選
定

に
は
、
市
と
工
事
請
負
業
者
、

市
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約

を
結
ん
で
い
る
ト
ン
ネ
ル
技

術
士
、
専
門
家
、
地
盤
工
学

が
専
門
の
大
学
准
教
授
の
５

者
に
よ
り
検
討
し
た
後
、
工

事
の
安
全
性
の
確
保
と
経
済

性
を
考
慮
し
、
市
が
決
定
し

た
。

　

事
業
費
の
算
出
に
は
、
工

事
に
必
要
な
資
材
の
単
価

を
、
民
間
企
業
に
調
査
委
託

し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

積
算
し
て
お
り
、
適
正
な
金

額
と
認
識
し
て
い
る
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○ 

宇
都
宮
市
都
市
開
発
資
金

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

歳
出
に
お
い

て
、
一
般
会
計
へ
の
鶴
田
沼

緑
地
用
地
の
売
払
い
に
よ
る

財
産
収
入
の
増
に
伴
い
、
一

般
会
計
へ
繰
出
金
を
追
加
計

上
し
、
歳
入
に
お
い
て
、
財

産
売
払
収
入
を
追
加
計
上

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５

億
６
，
４
５
５
万
８
千
円
を

追
加
計
上
し
、
予
算
総
額
を

７
億
１
，
６
８
２
万
円
に
補

正
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

委員会の主な審査
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○ 

中
間
報
告
書
を
提
出

　
公
共
交
通
問
題
調
査
特
別

委
員
会
で
は
、
市
政
の
喫
緊

の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る

東
西
基
幹
公
共
交
通
導
入
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
諸
課

題
と
、
市
に
ふ
さ
わ
し
い
東

西
基
幹
公
共
交
通
に
つ
い
て

提
言
を
と
り
ま
と
め
、
中
間

報
告
を
行
っ
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

○
交
通
機
能
の
円
滑
化

・ 

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

信
用
乗
車
方
式
を
採
用

・ 

地
域
特
性
に
応
じ
た
走
行

空
間
の
整
備

○ 

快
適
で
わ
か
り
や
す
い
公

共
交
通
の
構
築

・ 

乗
り
継
ぎ
に
係
る
待
ち
時

間
を
快
適
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
施
設
整
備

・ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
配
慮
し
た
施
設
整
備

○ 

都
市
の
魅
力
・
都
市
ア
メ

ニ
テ
ィ
の
向
上

・ 

景
観
を
重
視
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

・ 

シ
ス
テ
ム
全
体
と
し
て
の

ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考

え
方
に
基
づ
く
整
備

○
公
共
交
通
の
利
用
促
進　

・ 

低
廉
な
料
金
の
設
定
、
乗

り
継
ぎ
に
よ
る
負
担
増
の

回
避

・ 

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
（
全

国
で
利
用
可
能
な
Ｓ
ｕ
ｉ

ｃ
ａ
や
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
と
の

連
携
）

○ 

公
共
交
通
に
対
す
る
市
民

理
解
の
促
進

・ 

市
民
に
対
す
る
適
切
な
情

報
提
供
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
）

・ 

沿
線
の
学
校
や
企
業
と
の

連
携

○ 

先
進
地
視
察

　
富
山
市
の
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
関

す
る
取
り
組
み
」
と
、
高
岡

市
の
「
万
葉
線
に
関
す
る
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
調
査
を

す
る
た

め
、
４

月
18
日

と
19
日

に
視
察

を
行
っ

た
。

建
設
常
任
委
員
会

文
教
消
防
水
道
常
任
委
員
会

▲現地視察の様子

公
共
交
通
問
題
調

査
特
別
委
員
会

▲耐震性貯水槽

▲視察の様子
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